
令和５年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

○基礎基本の定着とそれを活用し，表現する力の育成 学力向上推進員 委員 校長
○主体的・対話的で深い学びの実践 校長：菊本佳孝，教頭：鶴本正道，教務主任：篠原美樹
○学校と家庭との連携による家庭学習や読書習慣の確立 川口 紋乃 研修･国語主任（４年担任）：川口紋乃 菊本佳孝

>
【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進
管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取り組み状況の把握を行う。

（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた課題に真面目に取り組み，課題解 ・漢字や計算の力を確実に身に付けている。(テストで ・朝の活動や家庭学習を利用して，ミニテストや視写等を行う。 ・ ・

決に向けて努力することができる。 習得率８０％以上児童が８割を超える。) ・ICT機器等を活用した学習活動を設定し，児童が身につけた知識

●基礎的・基本的な内容や身に付けた知識を， ・発達段階に合わせた話の聞き方ができる。 を活用する喜びや達成感を味わえるようにする。

他の学習や生活の場面において，関連付けたり ・学習して習得した知識を，他の単元や学習の場面で関 ・自分自身と関連付くもので興味を持ち，集中が続くよう課題意識

活用したりする力に課題がある。 連付けたり，活用したりすることができる。 を持たせる。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○興味のあることに関しては，自分の思いや考 ・課題解決に主体的に取り組み，考えを持ったり，友達 ・既習内容と同じテーマや作家等の本を並行読書したり，子供新聞を

えを伝えたり友達の意見を聞いたりして，意欲 と話し合ったりしながら学習を深めることができる。 読んだりする活動を取り入れる。

的に取り組める児童が多い。 ・新しく学んだことや友達の考えを活かして思考・表現 ・子供新聞や市立図書館，週末読書を活用して読書の幅を広げ，得た

●進んで読書をする習慣が身に付いていない することができる。 知識や語彙を活用する機会を増やす。(日記，短文作り，新聞作り等)

児童が多く，全体的に読書量が少ない。 ・発達段階に応じて，根拠を明らかにして，自分の考え ・ICT機器やホワイトボード，付箋等を活用し，個々の考えを表現しや

自分の考えを持ち，それを読み書きで言語化す を適切に表現できる。 すくし，個別最適な学びを支援する。

ることが苦手な児童がいる。また，課題解決的 ・課題や目的に応じて，タブレット端末を効果的に活用 ・話し合い活動や道徳で，タブレットにディベートの立場枠や心情メーターを

な学習活動に対して受け身になる児童がいる。 し，情報収集したり表現したりできる。 用意して自分の考えを可視化させる。

児童自身が課題解決の方法を互いに話し合っ ・自ら進んで読書に取り組むことができる。 ・ペア読書を取り入れ，様々な本にふれることができるようにする。

て学び合い，深めるまでには至っていない。 ・一週間に1冊以上読書ができる。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた課題に真面目に取り組み，宿題も ・「自ら学ぶ 進んであいさつ いきいき運動 ピカピ ・教室の入り口にあいさつの言葉を掲示する。

ほとんどの児童が毎日提出できる。根気強く学 カお掃除」ができる。 ・話し合いや他者と関わる活動を効果的に取り入れ，児童の主体性を育

習に取り組めている。 ・学習状況や生活を振り返り，自らの頑張りやよさ，今 む授業改善に取り組む。

●自己表現が苦手であったり自分の考えに自信 後の課題を自覚することができる。 ・個々の目標に合った自主学習の内容や仕方を奨励し，自主学習ノート

が持てなかったりして，学習態度が受動的な児 ・「家庭学習の手引き」を活用し，めあてを持って読書 を紹介したり，振り返りを丁寧にしたりしてそれぞれのよさや能力の高

童がいる。また，生活習慣の乱れにより集中が や家庭学習に取り組むことができる。 まりを認めて褒める。

途切れる児童もいる。 ・子供同士や外部人材との関わりを通して,自分と異 ・｢家庭学習の手引き｣や「家庭学習チャレンジシート(年2回，読書項目

なる考え方や新たなものの見方を取り入れ活用でき も入れる）」を活用して，保護者と連携して学習しやすい環境作り等の

る。 支援を行う。
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